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一
般
会
計
予
算

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す

◆
減
災
対
策
事
業

２
５
０
８
万
９
０
０
０
円

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
や
防
災
情
報
が
掲
載
さ
れ

た
防
災
マ
ッ
プ
の
確
認
が
で
き
る

「
減
災
ア
プ
リ
の
導
入
」
を
行
い

ま
す
。

◆
公
共
交
通
機
関
整
備
改
善
推
進

事
業

３
８
１
１
万
８
０
０
０
円

　
高
齢
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る

移
動
支
援
と
し
て
、
平
成
29
年
12

月
よ
り
試
行
的
に
始
め
た
「
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業
」
に
つ

い
て
、
検
討
委
員
会
で
の
「
現
行

の
取
り
組
み
は
妥
当
」
と
の
検
証

結
果
を
受
け
、
令
和
３
年
度
も
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

◆
教
育
振
興
事
業

１
億
８
１
８
７
万
６
０
０
０
円

　
全
校
に
配
備
さ
れ
た
一
人
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、

「
主
体
的
、対
話
的
で
、深
い
学
び
」

を
実
現
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
３
月
定
例
会
は
、
２

月
24
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
24

日
間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
の
施
政

方
針
に
対
し
、
各
会
派
が
代
表
質

問
を
行
い
ま
し
た
。（
代
表
質
問

の
要
旨
は
４
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー

ジ
）

　
ま
た
、
一
般
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
各
特
別
・
企
業
会
計
の
当
初

予
算
の
ほ
か
、
吉
川
市
空
家
等
の

適
正
管
理
等
に
関
す
る
条
例
な
ど

の
市
長
提
出
議
案
32
件
、
議
員
提

出
議
案
と
し
て
２
件
の
意
見
書
な

ど
を
審
議
し
、
議
決
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
審
査
概
要
は
６

ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー
ジ
、「
市
政

に
対
す
る
一
般
質
問
」
は
９
ペ
ー

ジ
か
ら
13
ペ
ー
ジ
、
意
見
書
の
内

容
は
13
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
し
ま
す
。

特
別
会
計
な
ど

　
　
新
年
度
予
算
決
ま
る

　
５
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業

会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
令
和

３
年
度
予
算
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

２
２
５
億
８
０
０
０
万
円
で
ス
タ
ー
ト　

３
月
定
例
会

概　

要

市債
7.0％　1,569,200 千円
市債
7.0％　1,569,200 千円
市債
7.0％　1,569,200 千円

地方交付税
6.4％　1,450,000 千円
地方交付税
6.4％　1,450,000 千円
地方交付税
6.4％　1,450,000 千円

地方消費税交付金
5.8％　1,300,000 千円
地方消費税交付金
5.8％　1,300,000 千円
地方消費税交付金
5.8％　1,300,000 千円

繰入金
4.2％　949,577 千円

諸収入
2.3％　529,722 千円 その他

7.5％　1,699,095 千円

分担金及び負担金
1.1％　239,893 千円

市税
40.8％　
9,222,315 千円

市税
40.8％　
9,222,315 千円

市税
40.8％　
9,222,315 千円

国庫支出金
17.3％　3,896,442 千円

県支出金
7.6％　1,723,756 千円
県支出金
7.6％　1,723,756 千円
県支出金
7.6％　1,723,756 千円

歳入

●特別会計
会　計　別 予算額（千円） 前年度比（％）

国 民 健 康 保 険 6,775,369 1.5
農業集落排水事業 38,409 25.8
介 護 保 険 3,951,784 1.2
後 期 高 齢 者 医 療 776,745 4.0

吉川美南駅東口周辺地区
土地区画整理事業 3,195,257 △ 13.5

合　　　計 14,737,564 △ 2.1

会計〉
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注
：
事
業
会
計
に
お
い
て
資
本
的

収
入
が
資
本
的
支
出
に
対
し
不
足

す
る
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
す
る
。

◆
天
文
科
学
運
営
事
業２

０
７
万
円

　
市
民
の
宇
宙
へ
の
関
心
を
さ
ら

に
深
め
る
た
め
、
児
童
館
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
番
組
を
５
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
す
。

◆
商
業
活
性
化
推
進
事
業

４
３
９
万
２
０
０
０
円

　

７
月
２
日
の
「
な
ま
ず
の
日
」

の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
市
制
施
行

25
周
年
を
記
念
し
た
「
な
ま
ず
の

ぼ
り
」
を
作
成
し
ま
す
。「
な
ま
ず

の
里
吉
川
」
の
認
知
度
を
高
め
る

と
と
も
に
、「
全
国
な
ま
ず
サ
ミ
ッ

ト
」
に
お
い
て
全
国
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
を
図
り
ま
す
。

◆
社
会
教
育
推
進
事
業

８
３
１
万
３
０
０
０
円

　
「
文
藝
よ
し
か
わ
」
第
６
号
を

刊
行
し
ま
す
。
ま
た
、「
文
藝
よ

し
か
わ
」
の
番
外
編
企
画
「
ハ
イ

ク
（
俳
句
）
探
検
団
」
に
つ
い
て

も
俳
句
協
会
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

の
下
、
実
施
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、一
流
芸
術
に
触
れ
る
機

会
と
し
て
、チ
ェ
ロ
奏
者
の
加
藤
文

枝
氏
と
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
の
小
澤
佳

永
氏
を
お
招
き
し「
生
音
コ
ン
サ
ー

ト
」を
実
施
す
る
な
ど
、
文
化
芸
術

の
振
興
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆
公
園
維
持
管
理
事
業

２
億
４
４
４
０
万
９
０
０
０
円

　
美
南
中
央
公
園
に
な
ま
ず
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
タ
イ
ル
画
を
市
民

参
加
に
よ
り
制
作
し
ま
す
。

　
ま
た
、
保
第
３
公
園
に
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
「
災
害
時
対
策
」
と

の
要
望
を
踏
ま
え
、
か
ま
ど
ベ
ン

チ
な
ど
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

園
内
に
あ
る
既
存
の
水
の
流
れ
を

活
か
し
た
公
園
再
生
を
進
め
ま
す
。

そ
の
他
、
子
ど
も
達
か
ら
の
意
見

や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
た
公
園

整
備
に
も
努
め
ま
す
。

主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し

〇
吉
川
市
空
家
等
の
適
正
管
理
等

に
関
す
る
条
例

　
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
及
び

公
共
の
福
祉
の
増
進
並
び
に
地
域

の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
た
め
、

空
家
等
の
発
生
の
予
防
、
活
用
及

び
適
切
な
管
理
の
促
進
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
ま
す
。

〇
障
が
い
者
が
愛
着
の
あ
る
吉
川

市
で
親
亡
き
後
も
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
基
金

条
例

　
障
が
い
者
が
、
住
み
慣
れ
た
吉

川
市
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く

こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、
ご
寄
附

い
た
だ
い
た
寄
附
金
等
を
積
み
立

て
て
運
用
す
る
基
金
を
設
置
し
ま

す
。

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
盛

土
工
事（
そ
の
11
）を
締
結
し
、
企

業
誘
致
を
行
う
商
業
・
業
務
ゾ
ー

ン
及
び
産
業
ゾ
ー
ン
の
盛
土
工
事

を
進
め
る
と
と
も
に
住
宅
ゾ
ー
ン

の
地
盤
沈
下
を
促
進
す
る
た
め
の

地
盤
改
良
工
を
実
施
し
ま
す
。

土木費
11.9％　2,677,071 千円

教育費
10.2％　2,302,998 千円

消防費
5.1％　1,162,586 千円

農林水産業費
1.0％　222,272 千円

議会費
0.9％　207,113 千円

商工費
0.5％　119,885 千円

予備費
0.1％　15,000 千円

諸支出金
0.0％　170千円

歳出 民生費
45.4％
10,242,226 千円

民生費
45.4％
10,242,226 千円

民生費
45.4％
10,242,226 千円

総務費
9.0％　2,024,003 千円
総務費
9.0％　2,024,003 千円
総務費
9.0％　2,024,003 千円

公債費
8.8％　1,991,728 千円
公債費
8.8％　1,991,728 千円
公債費
8.8％　1,991,728 千円

衛生費
7.1％　1,614,948 千円
衛生費
7.1％　1,614,948 千円
衛生費
7.1％　1,614,948 千円

●水道事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
水道事業収益 1,583,338 資本的収入 82,605
水道事業費用 1,570,829 資本的支出 791,864

●下水道事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
下水道事業収益 1,435,324 資本的収入 786,624
下水道事業費用 1,395,441 資本的支出 1,014,713

〈一般
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問
①
市
民
の
安
全
安
心
を
高
め
る
の
う

ち
、
第
一
排
水
区
の
治
水
対
策
は
②
少
年

セ
ン
タ
ー
の
う
ち
、
名
称
を
適
応
指
導
教

室
か
ら
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
変
更
、
相

談
員
・
補
導
員
１
名
増
員
の
内
容
等
は
③

東
埼
玉
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
拡
張
に
つ
い
て
優

先
順
位
を
変
更
し
た
経
緯
は
④
三
輪
野
江

地
区
の
農
業
拠
点
エ
リ
ア
は
、
市
の
課
題

と
し
て
ど
の
よ
う
な
地
域
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
の
か
⑤
吉
川
駅
北
口
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
改
修
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
は
⑥
総
合

運
動
公
園
整
備
を
断
念
し
て
分
散
型
に
変

更
す
る
の
か
⑦
旧
庁
舎
の
利
活
用
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
①
管
渠
を
含
む
洗
い
出
し
や
、
中
川

へ
の
排
水
量
変
更
の
協
議
を
進
め
て
い
く

②
義
務
教
育
ま
で
で
は
な
く
、
当
市
で

育
っ
た
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
支

え
て
い
き
た
い
③
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
拡
張

に
つ
い
て
は
、
三
輪
野
江
地
区
の
白
地
の

整
備
を
計
画
的
に
進
捗
さ
せ
な
け
れ
ば
農

林
調
整
を
進
め
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
優
先
順
位
の
変
更
を
し

た
④
都
市
近
郊
農
業
を
確
立
す
る
た
め
必

要
な
エ
リ
ア
と
認
識
⑤
歩
道
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
車
両
の
混
雑
緩
和
を
図
っ
て
い

く
⑥
機
能
充
実
を
求
め
る
市
民
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
市
有
地
や
関
係
団
体
所
有
地
を

分
散
型
で
整
備
し
て
い
く
⑦
福
祉
に
関
連

す
る
周
辺
地
域
の
皆
様
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
こ
の
結
果
を
参

考
に
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
く
。

問
こ
の
１
年
間
の
総
括
と
市
の
現
状
と

課
題
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
は
じ
め
一
人
親
世
帯
へ
の
一
時

金
、
雇
用
・
事
業
継
続
支
援
、
プ
レ
ミ
ア

問
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
県
は
社
会
福

祉
施
設
と
医
療
機
関
の
職
員
及
び
新
規
入

院
・
入
所
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る

と
し
た
。
在
宅
療
養
者
へ
の
視
点
が
な
く
、

不
十
分
。
市
の
施
策
は
。

　
　

接
種
会
場
を
確
保
し
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
と
予
約
シ
ス
テ
ム
を
整
備
。
必
要
な

人
員
・
物
品
の
確
保
等
を
進
め
て
い
る
。

接
種
率
の
向
上
は
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
正
し
く
市
民
へ
伝
え
て
い
く
こ

と
。
医
師
会
か
ら
は
、「
全
面
的
に
協
力

す
る
」
と
の
言
葉
を
頂
い
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
変
化
に
対
応
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
考
え
方
は
。

　
　
第
６
次
総
合
振
興
計
画
で
は
、
新
た

こ
と
。
生
活
保
護
は
権
利
、
た
め
ら
わ
ず

に
相
談
を
と
の
ア
ピ
ー
ル
を
強
化
す
る
べ

き
と
考
え
る
。

答
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
丁
寧

な
相
談
体
制
を
構
築
し
た
こ
と
が
一
因
。

今
後
も
丁
寧
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問
昨
年
12
月
、
朝
日
新
聞
社
会
面
で
草

加
保
健
所
の
厳
し
い
現
状
が
大
き
く
報
道

さ
れ
た
。
厚
労
省
の
調
査
で
、
２
０
１
８

年
末
現
在
人
口
10
万
人
あ
た
り
の
保
健
師

中
原
市
長
の
施
政
方
針
に

会
派
代
表
者
が
問
う
！

代
表
質
問

◆
市
長
の
施
政
方
針
◆

【
四
つ
の
重
点
テ
ー
マ
】

 

▼
市
民
の
安
全
・
安
心
を
高
め
る

 

▼�

子
ど
も
の
笑
顔
で
満
た
さ
れ
た

ま
ち
を
つ
く
る

 

▼
ま
ち
の
価
値
を
高
め
る

 

▼
ま
ち
の
住
み
よ
さ
を
高
め
る

「
生
命
を
守
る
」
を
最
優
先
に
、そ
し
て
「
生

活
を
支
え
る
」「
地
域
経
済
を
後
押
し
す
る
」

を
重
要
事
項
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
国
や
県
な
ど
の
関
係

団
体
と
の
連
携
の
中
で
、
状
況
に
応
じ
た
適

切
な
コ
ロ
ナ
対
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。。

答

答 答 答

日
本
共
産
党

　
吉
川
市
議
員
団

雪
田
き
よ
み

市
民
の
会

　
・
無
所
属

稲
垣　
茂
行

自
由
民
主
党

　
吉
川
市
議
員
団

松
﨑 　
誠
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問
①
今
後
の
感
染
症
予
防
対
策
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
へ
の
所
見
は
。
②
「
第
６
次
総

合
振
興
計
画
」「
吉
川
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
定
、「
吉
川
市
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
改
定
、

「
吉
川
市
環
境
保
全
指
針
」
の
改
定
、「
環

境
行
動
計
画
」
の
策
定
、「
文
化
芸
術
に

か
か
る
条
例
整
備
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関

連
性
も
意
識
し
た
計
画
」
と
策
定
目
白
押

し
の
一
年
、
所
見
を
。
③
流
域
治
水
の
考

え
方
は
。
④
「
小
学
校
全
学
年
35
人
学
級

へ
の
移
行
を
段
階
的
に
進
め
て
い
く
」
と

は
。
⑤
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
の

段
階
的
導
入
と
は
。
⑥
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
認
証
制
度
」
の
導
入
の
考

え
は
。
⑦
障
が
い
者
福
祉
、
基
金
設
立
の

目
的
、
規
模
感
、
使
い
道
、
将
来
展
望
は
。

⑧
人
農
地
プ
ラ
ン
へ
ス
マ
ー
ト
農
業
の
視

点
を
。

答
①
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
最
優
先
で

守
る
。
②
将
来
目
指
す
べ
き
姿
と
理
念
を

共
有
し
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
。
③
流
域
の
各
自
治
体
と
協
力
し
治
水

安
全
度
を
図
る
。
④
令
和
３
年
度
は
第
３

学
年
、
以
降
１
年
毎
に
１
学
年
ず
つ
実
施

し
令
和
６
年
度
に
全
小
学
校
実
施
を
目
指

す
。
⑤
本
年
度
は
吉
川
中
学
校
区
（
中
曽

根
小
、
美
南
小
、
吉
川
中
）
で
そ
の
後
全

中
学
校
区
へ
。
⑥
丁
寧
に
検
討
し
て
い
く
。

⑦
障
が
い
者
の
就
労
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

支
援
へ
役
立
て
た
い
。
現
寄
付
金
１
８
０

０
万
円
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。
⑧
生
産
性

を
上
げ
て
い
く
に
は
こ
の
方
法
し
か
な
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
教
育
に
お
い
て
最
も
大
事
な
視
点
は

問
子
供
達
へ
の
「
教
育
に
」
お
い
て
、

ま
ず
、
子
供
達
が
根
本
に
持
つ
べ
き
も
の

を
し
っ
か
り
と
理
解
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の

上
で
「
自
走
す
る
力
」
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
あ
た
り
こ
れ
か
ら
の
教
育

に
臨
む
こ
と
は
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

人
工
知
能
技
術
の
進
化
な
ど
変
化
の
激
し

い
時
代
に
お
い
て
、
子
供
達
は
何
を
学
び
、

ど
の
よ
う
な
力
を
持
つ
こ
と
が
必
要
か
。

答
激
し
い
変
化
は
常
に
起
こ
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
が
、
子

供
達
は
そ
う
し
た
時
代
の
変
化
に
大
人
よ

り
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
関
し
て
も
、
小
さ
な
子

供
で
も
上
手
に
使
い
こ
な
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
事
を
踏
ま
え
て
の
「
教
育
と
は
」

と
言
え
ば
、
一
番
は
「
生
き
て
い
く
た
め

の
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
一
番
必
要
な
力
は
「
体
力
」
だ

と
考
え
る
。
体
を
鍛
え
る
、
そ
し
て
食
べ

物
に
し
っ
か
り
と
意
識
を
配
る
、
こ
の
二

つ
が
教
育
の
一
番
最
初
だ
と
考
え
る
。
高

齢
者
の
課
題
で
も
「
運
動
」
と
「
食
」
が

問
題
と
な
り
、
そ
こ
が
生
き
て
い
く
上
で

の
原
点
で
あ
る
。
そ
の
次
に
「
人
と
し
て

何
が
正
し
い
の
か
を
探
求
し
判
断
で
き
る

力
＝
学
力
」、
そ
し
て
大
事
な
の
は
そ
れ

を
「
実
現
す
る
力
＝
非
認
知
能
力
」
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
力
が
教
育
の
中
で
子
供
達

に
備
わ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

ム
商
品
券
の
発
行
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

整
備
等
を
行
っ
て
き
た
。
市
民
に
は
感
染

拡
大
へ
の
不
安
と
行
動
の
制
限
が
続
き
疲

弊
感
が
漂
う
。
事
業
者
も
制
約
の
中
で
影

響
を
受
け
て
い
る
。
課
題
は
、
市
民
の
生

命
を
守
り
社
会
・
経
済
活
動
と
の
両
立
を

図
る
こ
と
。

問
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
」
づ
く
り
と

接
種
率
向
上
策
。
医
師
会
と
の
調
整
は

　　
ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
ぐ
、
高
齢
者
の
い

の
ち
を
守
る
、
そ
こ
に
働
く
人
々
を
支
え

る
意
味
で
は
、
市
も
方
策
が
あ
る
と
思
う
。

県
と
協
調
し
組
み
立
て
て
い
く
。

問
雇
用
危
機
に
よ
り
、
非
正
規
労
働
者

や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
等
が
更
な
る
生
活
困

窮
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
女
性
自
殺
者

が
増
え
て
い
る
。
当
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
の
生
活
保
護
申
請
は
少
な
い
と
の

な
生
活
様
式
や
多
様
な
働
き
方
等
、
こ
れ

ま
で
と
異
な
る
社
会
・
経
済
状
況
を
的
確

に
捉
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
未
来
を
見

据
え
た
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
開
発
事

業
で
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
企
業

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
計

画
を
進
め
る
。

数
全
国
平
均
41
・
９
人
に
対
し
、
草
加
保

健
所
は
わ
ず
か
1.8
人
と
の
こ
と
。
市
と
し

て
、
県
に
対
し
保
健
師
の
増
員
を
求
め
る

べ
き
。

答
県
と
保
健
所
業
務
の
実
施
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
要
請
に
応
じ
保

健
所
業
務
に
従
事
で
き
る
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。
必
死
で
働
く
保
健
師
を
い
か
に

支
え
る
か
、
県
と
協
同
し
て
い
く
。

答未
来
会
議

　
よ
し
か
わ

戸
田 　
馨

公
明
党

　
吉
川
市
議
団

小
野 　
潔
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委
員
会
審
査
概
要

市
長
提
出
議
案

総
務
水
道
常
任
委
員
会

◆
吉
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
特
別
額
給
付
金
未
申
請
96
世
帯

に
つ
い
て
。
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
へ
の
対
応
は
。

　
民
生
委
員
や
福
祉
部
門
等
と
連

携
し
て
対
応
を
し
た
。
申
請
漏
れ

は
概
ね
な
か
っ
た
。
申
請
意
思
の

な
い
世
帯
も
あ
っ
た
と
認
識
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
。
実
施
計

画
の
内
容
は
。

　
こ
れ
ま
で
一
般
財
源
で
処
置
し

た
も
の
へ
の
充
当
や
繰
越
明
許
で

次
年
度
に
持
越
す
事
業
が
あ
る
。

分
散
勤
務
用
端
末
整
備
、
市
民
農

園
再
整
備
、
旭
小
、
栄
小
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
改
修
工
事
等
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
一
般
会
計
当
初
予
算

　
固
定
資
産
税
の
減
額
理
由
。
都

市
計
画
税
と
連
動
か
。

　
固
定
資
産
税
は
３
年
ご
と
の
評

価
替
え
に
よ
り
約
２
億
２
８
０
０

万
円
減
等
。
都
市
計
画
税
も
同
様

に
減
少
。
固
定
資
産
税
、
都
市
計

画
税
共
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
も
の
は
全
額
補
填
措
置
に
。

　
高
速
鉄
道
東
京
８
号
線
負
担
金

が
令
和
４
年
か
ら
３
年
間
で
４
９

３
万
円
。
負
担
割
合
は
。

　
沿
線
自
治
体
で
あ
る
草
加
、
越

谷
、
八
潮
、
吉
川
、
松
伏
、
野
田

で
均
等
割
り
と
し
、
同
額
負
担
と

す
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
検
討

委
員
会
の
今
後
の
在
り
方
。

　
今
年
度
同
様
、
有
識
者
、
公
共

交
通
事
業
者
、
国
、
県
の
関
係
者
、

地
域
の
方
々
に
公
共
交
通
全
般
に

関
し
て
ご
意
見
を
頂
き
た
い
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
水
道
事
業
会
計

　
鉄
さ
び
の
混
入
で
６
５
４
万
円

の
損
害
賠
償
。内
容
と
保
険
料
は
。

　
賠
償
内
容
は
原
材
料
費
、
人
件

費
、
経
費
、
利
益
損
失
、
消
費
税

等
。
保
険
料
は
16
万
２
千
円
だ
が
、

本
件
で
更
新
後
は
倍
位
に
値
上
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

◆�

吉
川
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
の
指
針
で
は
、
幼
保
育
園
か

ら
小
学
校
ま
で
を
訪
問
支
援
先
と

し
て
想
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
は
ど
こ
ま

で
の
訪
問
を
考
え
て
い
る
か
。

　
将
来
的
に
は
、
保
育
所
の
み
な

ら
ず
、
国
が
示
す
学
校
等
へ
の
訪

問
を
考
え
て
い
る
が
、
来
年
度
は

放
課
後
ク
ラ
ス
に
通
う
児
童
を
対

象
に
行
っ
て
い
く
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆�

障
が
い
者
が
愛
着
の
あ
る
吉
川

市
で
親
亡
き
後
も
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

基
金
条
例

　
基
金
は
、
実
習
受
け
入
れ
の
た

め
の
支
援
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整

備
促
進
に
活
用
し
て
い
く
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
支
援
か
。

　
検
討
段
階
で
は
あ
る
が
、
体
験

実
習
を
受
け
入
れ
る
企
業
等
が
受

け
入
れ
に
要
す
る
様
々
な
支
援
や

空
き
ア
パ
ー
ト
や
空
家
を
活
用
し

て
、
整
備
す
る
と
い
う
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
支
援
を
検
討

し
て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
一
般
会
計
予
算

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
女
性
や

若
い
方
の
自
殺
報
道
も
あ
る
が
、

当
市
の
自
殺
の
現
状
は
。

　
当
市
の
令
和
２
年
度
の
自
殺
者

は
、
暫
定
値
で
あ
る
が
11
人
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
元
年
度
は
10

人
で
あ
っ
た
。

　
児
童
虐
待
の
関
連
で
、
児
相
と

連
携
し
て
い
る
児
童
の
年
間
件
数

と
一
時
保
護
対
象
者
数
は
。

　
当
市
に
お
け
る
昨
年
度
の
虐
待

相
談
対
応
件
数
は
２
９
９
件
で
、

一
時
保
護
の
対
象
者
数
は
、
現
時

点
で
３
名
で
あ
る
。

　
学
校
教
育
が
大
事
。
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
で
や
る
べ
き
こ
と
は
。

　
学
校
に
な
じ
め
な
い
子
供
達
が

自
立
に
向
け
た
力
を
つ
け
て
い
く

こ
と
が
セ
ン
タ
ー
の
役
割
で
あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

建
設
生
活
常
任
委
員
会

◆�

吉
川
市
空
家
等
の
適
正
管
理
等

に
関
す
る
条
例

議
案
や
請
願
は
詳
細
に
審
査
す
る
た
め
、
担
当
常
任
委
員
会
に
委
ね
ら
れ
、

専
門
的
に
審
査
さ
れ
ま
す
。

主
な
審
査
内
容
を
各
常
任
委
員
長
が
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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代
執
行
が
で
き
る
と
し
て
い
る

が
、
所
有
者
に
連
絡
が
取
れ
な
い

場
合
の
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
。

　
所
有
者
に
連
絡
が
取
れ
な
い
場

合
は
、
所
有
者
の
把
握
に
努
め
る

が
、
そ
れ
で
も
連
絡
が
取
れ
な
い

場
合
は
市
の
負
担
と
な
る
。
な
お
、

費
用
請
求
の
対
象
者
は
所
有
者
等

で
あ
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆�

地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建

築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
近
隣
地
区
と
の
地
区
計
画
の
内

容
の
違
い
に
つ
い
て
。

　
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
に

地
区
整
備
計
画
を
定
め
た
の
は
、

商
業
・
業
務
ゾ
ー
ン
と
産
業
ゾ
ー

ン
で
あ
る
。
西
口
と
の
違
い
は
、

商
業
・
業
務
ゾ
ー
ン
は
、
多
機
能

型
の
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
た
め
、

ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設
を
可
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
道
路
境
界
線
か
ら

の
壁
面
後
退
に
つ
い
て
、
西
口
で

は
２
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
東
口
の
東

口
駅
前
通
り
線
は
、
よ
り
開
放
的

な
道
路
空
間
を
形
成
す
る
た
め
３

メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
一
般
会
計
予
算

　
市
民
参
加
推
進
費
・
第
４
次
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
策
定
の
た

め
の
基
礎
調
査
に
つ
い
て
。

　
今
回
の
調
査
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
、
全
体
の
約
13
％

（
67
名
）
が
ウ
ェ
ブ
回
答
だ
っ
た
。

今
後
も
様
々
な
手
法
を
活
用
し
、

多
く
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き

た
い
。

　
建
築
指
導
費
・
耐
震
診
断
・
改

修
の
補
助
の
妥
当
性
に
つ
い
て
。

　
市
内
建
築
士
の
団
体
と
調
整
を

し
た
金
額
で
、
市
民
へ
の
負
担
は

少
な
い
。
改
修
費
用
は
、
工
事
費

を
１
５
０
万
程
度
と
見
込
ん
で
お

り
、
改
修
と
し
て
満
足
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。賛

成
多
数
で
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す

●
令
和
２
年
度
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
９
４

９
５
万
６
０
０
０
円
追
加
し
、
総

額
は
３
２
０
億
８
２
０
４
万
円

と
な
り
ま
し
た
。（
２
月
臨
時
会
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
種
事
業

９
４
９
５
万
６
０
０
０
円

　

接
種
券
・
予
診
票
な
ど
の
作

成
や
、
医
療
従
事
者
等
分
の
予

防
接
種
を
行
い
ま
す
。（
※
３
月

定
例
会
に
お
い
て
、
一
部
を
減

額
し
、
令
和
３
年
度
予
算
に
計

上
し
ま
し
た
。）

●
令
和
２
年
度
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

歳
出
歳
入
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ

１
億
５
４
０
５
万
３
０
０
０
円

を
追
加
し
、
総
額
は
３
２
２
億

３
６
０
９
万
３
０
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

・
橋
り
ょ
う
維
持
補
修
事
業

４
４
２
２
万
円

　

道
路
や
橋
梁
の
維
持
管
理
を

し
て
い
く
た
め
、
近
接
目
視
に

よ
る
道
路
ス
ト
ッ
ク
点
検
を
実

施
す
る
ほ
か
、
関
橋
の
補
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

・�

障
が
い
者
安
心
暮
ら
し
サ
ポ
ー

ト
基
金
積
立
事
業１

８
０
０
万
円

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
保
護
者
か
ら
の
寄
附
金
を

「
障
が
い
者
が
愛
着
の
あ
る
吉
川

市
で
親
亡
き
後
も
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

基
金
」
へ
積
み
立
て
ま
す
。

・
繰
越
明
許
費

　

小
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業
な

ど
19
の
事
業
を
令
和
３
年
度
へ

繰
り
越
し
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
億

７
５
９
８
万
７
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
は
２
３
０
億
５
５

９
８
万
７
０
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
種
事
業

４
億
１
６
７
４
万
７
０
０
０
円

　

全
市
民
を
対
象
と
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
行
い
ま
す
。

　

会
場
に
行
く
こ
と
が
困
難
な

65
歳
以
上
の
要
介
護
者
等
を
対

象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
ま
で

の
移
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
策
事
業

９
０
０
万
円

　

市
内
の
高
齢
者
及
び
障
が
い

者
を
対
象
と
し
た
入
所
施
設
に

お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
防

止
す
る
た
め
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

・
商
業
活
性
化
推
進
事
業

５
０
２
４
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
拡
大
に
伴
う
事
業
者
へ
支

援
策
と
し
て
感
染
症
防
止
対
策

経
費
や
飲
食
店
等
の
デ
リ
バ

リ
ー
に
係
る
経
費
等
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

（職員によるデモンストレーションの様子）

（跨線橋から見る吉川美南駅東口開発の様子）
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【
一
般
会
計
】

　
一
般
会
計
予
算
に
対
し
、
４
名

の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

市
民
の
会
・
無
所
属

岩
田　
京
子

　
吉
川
市
は
当
初
予
算
編
成
に
あ

た
り
「
持
続
可
能
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

な
街
」
を
柱
の
一
つ
に
掲
げ
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
、
菅
政
権
が

掲
げ
た
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
に
む
け
た
取
組

み
、
い
ず
れ
も
こ
の
10
年
が
勝
負

で
す
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い

う
大
き
な
柱
を
掲
げ
、
言
葉
と
し

て
は
至
る
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
が
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算

で
は
具
体
的
な
も
の
、
野
心
的
な

取
組
み
が
見
え
な
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
基
本
の
「
き
」
で
あ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
と
、
生
物
圏
・
環
境

に
対
す
る
考
え
方
、
ま
た
取
り
組

む
姿
勢
は
不
十
分
だ
と
指
摘
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
団

遠
藤　
義
法

　

市
長
の
政
治
姿
勢
の
問
題
点
、

第
一
は
、「
小
さ
な
声
、声
な
き
声
に

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
た
事
業
」

と
強
調
し
ま
す
が
、避
難
所
な
ど

で
女
性
の
視
点
が
重
要
視
さ
れ
る

な
か
、地
域
防
災
会
議
の
女
性
の

割
合
は
15
％
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

外
出
支
援
策
で
も
、
タ
ク
シ
ー
利

用
料
助
成
事
業
は
、市
街
地
で
も

必
要
と
す
る
市
民
が
多
く
い
ま
す

が
除
外
さ
れ
、困
っ
て
い
ま
す
。
第

二
は
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、ワ
ク
チ
ン
接

種
の
取
り
組
み
で
も
団
体
と
市
職

員
に
依
拠
す
る
の
み
で
す
。市
長
は
、

胸
襟
を
開
い
て
市
民
の
命
や
健
康

を
守
る
姿
勢
に
立
つ
べ
き
で
す
。

―　
賛　
成　
討　
論　
―

未
来
会
議
よ
し
か
わ

稲
葉　
剛
治

　
施
政
方
針
か
ら
吉
川
市
は
「
価

値
あ
る
未
来
を
、
共
に
」
と
い
う

理
念
の
元
に
、
中
原
市
長
を
先
頭

に
職
員
の
み
な
さ
ん
が
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
い
う
事
が
読
み

取
れ
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
３

つ
の
計
画
策
定
に
取
り
組
む
年
と

な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
頂

い
た
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
市
民

と
の
共
動
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い

く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来

に
必
要
で
あ
る
と
改
め
て
確
信
し

て
い
ま
す
。
新
た
に
方
向
性
を
打

ち
出
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
「
環

境
」
分
野
に
お
い
て
の
事
業
実
施

に
お
い
て
も
注
目
し
て
い
ま
す
。

公
明
党
吉
川
市
議
団

五
十
嵐　
惠
千
子

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
克
服
と
経
済
回
復
、
生
活
再
建
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
へ
の
転
換
を

実
行
し
、
安
心
と
希
望
を
全
市
民

へ
届
け
る
た
め
に
、
国
の
対
策
や

予
算
措
置
を
注
視
し
な
が
ら
「
市

民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
を
最

優
先
」
と
の
考
え
で
編
成
さ
れ
た

当
初
予
算
案
に
は
、
①
国
土
強
靭

化
計
画
策
定
②
児
童
虐
待
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
・
周
知
③
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
④
第
一
回

吉
川
市
展
の
開
催
⑤
農
福
連
携
補

助
や
農
地
の
最
適
化
推
進
⑥
下
八

間
堀
悪
水
路
の
改
修
整
備
等
々
、

公
明
党
が
予
て
か
ら
提
案
し
て
き

た
多
く
の
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
高
く
評
価
し
賛
成
と
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
】

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
対
し
、
１
名
の
議
員
が
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
団

雪
田　
き
よ
み

　
今
回
賦
課
限
度
額
は
引
き
上
げ

ら
れ
た
が
、
国
保
税
は
据
え
置
か

れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

　
「
吉
川
市
国
保
財
政
健
全
化
計

画
」
に
は
、
低
所
得
者
の
保
険
料

軽
減
等
を
目
的
と
す
る
法
定
外
繰

り
入
れ
に
つ
い
て
、
財
政
調
整
基

金
を
活
用
し
な
が
ら
２
０
１
９
年

度
か
ら
毎
年
度
10
％
、
２
０
２
３

年
度
ま
で
に
50
％
削
減
す
る
と
記

し
て
い
る
。

　
将
来
、
低
所
得
者
の
軽
減
措
置

が
削
ら
れ
、
負
担
が
増
大
す
る
リ

ス
ク
が
高
い
。
今
で
さ
え
高
す
ぎ

て
払
え
な
い
と
い
う
声
が
非
常
に

多
い
。
通
院
を
諦
め
た
と
の
声
も

聞
か
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
更

に
深
刻
に
す
る
リ
ス
ク
の
高
い
赤

字
解
消
計
画
に
反
対
す
る
。

【
介
護
保
険
】

　
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
対

し
、
１
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
団

雪
田　
き
よ
み

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
市
民
生
活
が

深
刻
な
状
況
の
中
で
、
今
回
介
護

保
険
料
は
据
え
置
き
さ
れ
た
。
こ

の
点
は
評
価
し
た
い
。

　

全
国
的
に
訪
問
介
護
職
員
の
高

齢
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
１
９
年
の
全
労
連
の
調

査
で
、
平
均
年
齢
55・５
歳
。
50
歳

以
上
が
全
体
の
73・０
％
を
占
め
て

い
る
。
市
は
市
内
事
業
所
職
員
の

平
均
年
齢
を
把
握
し
、
訪
問
介
護

職
員
の
な
り
手
不
足
の
原
因
を
検

討
し
、
国
に
問
題
提
起
す
る
べ
き
。

　
介
護
保
険
制
度
が
改
定
の
た
び

に
使
い
づ
ら
い
も
の
に
な
っ
て
き

た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で

あ
り
、
市
は
要
介
護
者
の
生
活
実

態
を
十
分
調
査
す
る
べ
き
。

討　

論
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答えて市長！
一般質問
　今定例会では、16名の議員が市政全般に
わたり、市の見解をただしました。
　主な内容を質問者が要約してお知らせし
ます。詳細は会議録をご覧ください。
　会議録は、ホームページや市立図書館で
閲覧できますが、今定例会の会議録の提供
は、６月上旬となる予定です。

一般質問

小中学校体育館照明のＬＥＤ化
校庭の夜間照明について

成本　直寛
問 体育館照明をＬＥＤ化すると、明るい、省エネ、
長寿命、瞬時に点灯・消灯など多くのメリットが考え
られる。今後、市内小中学校体育館照明をＬＥＤ化す
る計画はあるか。
答 現在、吉川中学校を除く11校が水銀灯であるが、
2020年以降、水銀灯の生産が中止となり、今後、交
換が困難になると予想される。こうした事態により学
校活動に支障をきたさないよう、照明器具に関する状
況を注視しながら対応したい。

問 秋～冬にかけては日が落ちるのが早く下校時には
周辺が真っ暗になってしまうため周囲の安全確保、ま
た、部活動や学校開放においても夕方や夜間に校庭で
スポーツができるよう照明をつけてほしい等の声が届
いている。スポーツの機会を増やすため、非常時の避
難場所の十分な照明確保の観点等から今後校庭に夜間
照明設備を設置していく計画はあるか。
答 利用団体からの要望・利用実績・避難場所となっ
ていることを考慮し、設置に関して求められる機能や
課題等を整理すると共に、関係部署と連携をしながら
研究していきたい。

小学校35人学級への移行、
教室の不足見込みと今後は

林　美希
問 小学校全学年35人学級へ。教員や普通教室の確保
が課題となると考えられるが、年齢別未就学児人口か
ら教室の不足が見込まれる学校は。
答 美南小学校の教室数の不足が見込まれる。

問 不足教室数、不足するペースなど具体的には。
答 あくまで現人口ベース・特別支援教室が５クラス
という前提になるが、現在42教室。教室転用を図り
第二音楽室設置をした上で45教室確保。Ｒ５年度２
教室、Ｒ６年度３教室不足の見込み。

問 普通教室が確保できたとして、一学校48クラスの
学校運営は可能なのか。
答 中庭や特別教室の活用のシミュレーションをした
上で、やりくりできるだろうと学校から回答をいただ
いている。

問 複合施設のメリットは大いにあったが、教室不足
が見込まれるのであれば複合施設の解消と近場への移
転を検討する必要があるのでは。
答 学校、地域にとって最適な形を検討していく。

市民の移動の確保へ
公共交通計画のあり方検討

降旗　聡
問 「市民の移動を確保する地域公共交通のあり方に
ついて」タクシー利用料金助成事業検討委員会でも、
地域公共交通に関する計画の策定について指摘を受け
ている。①今後10年間のタクシー利用料金助成事業
の予算の推移。②チケットの額面を少額にし、バスで
も使える公共交通利用料金助成事業への転換につい
て。③地域公共交通に関する計画の策定について、市
の見解は。

答 ①高齢者の人口推計と世代ごとの運転免許保有率
などを勘案して試算。今後５年後までに関係経費は約
３割程度増加し、その後の５年から10年はほぼ横ば
いで推移する見込み。②本事業は路線バスの補完を目
的として、交通利便性の比較的低い地域の方を対象に
していることから、転換は難しいと考えている。③令
和２年11月に持続可能な旅客輸送サービスの提供の
確保などを目的として改正された「地域公共交通活性
化再生法」が公布された。市としては、今回の法改正
の趣旨を踏まえ、有識者や事業者などとの公共交通全
般に関する意見交換などを通じて、計画のあり方を検
討したいと考えている。

本
会
議
の
録
画
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら
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一般質問

地震対策の状況は

赤出川　義夫
問 市内で倒壊の危険性があるブロック塀は
答 平成30年に発生した大阪北部地震によるブロッ
ク塀倒壊事故を受け自治会と庁内関係各課に実態調査
を依頼し97件の報告あり、報告のあった全ての塀を
担当課が現地確認し危険性のある86件確認、所有者
に倒壊時の危険性を説明、改善を求め６件対応、残り
は80件。今後も１年に１回追跡調査と啓発活動を継
続実施する。

問 地震による家具転倒防止対策として市の補助を家
具転倒防止器具等取付実施事業の状況は
答 平成27年19件、平成28年15件、平成29年８件、
平成30年11件、令和元年19件、令和２年１件実施。

問 避難所の新型コロナ対策と備品等の整備状況につ
いて
答 避難所開設・運営における新型コロナウイルス対
策マニュアルを策定、避難の際生活必需品に加えマス
クや消毒液など持参いただくよう広報誌等で周知した。
備品はパーテーション・簡易ベッド・消毒液・受付時
に使用するガウン、フェイスシールドなどを整備した。

地域のまちづくりについて

松﨑　誠
問 昨年11月末に東埼玉テクノポリス協同組合との
意見交換が行われ、市側からテクノポリス拡張につい
て課題等の説明をされたと聞いております。①市側か
らの説明内容②質疑応答の内容について伺います。
答 テクノポリス拡張予定地は農業振興地域の青地で
あることから三輪野江地区の白地の整備を計画的に進
めなければ農林調整を進めることが非常に困難であ
り、協同組合の皆様に三輪野江地区の産業まちづくり
地域の整備を優先することを報告しました。

問 旭地区・三輪野江地区は今後人口減少が進み、教
育委員会の試算で東中学校の現生徒数は434人だが令
和13年には141人、そして、旭小では108人、三輪
野江小では139人との報告があります。市街化調整区
域における既存集落の土地利活用の規制緩和を図って
は。
答 市街化調整区域は様々な土地利用制限があり開発
規制が地域の人口減少、既存集落の形成、地域コミュ
ニティーの存続に大きな影響を与えて様々な法改正が
必要であり県や近隣市町と意見交換し研究します。

「ワクチン接種」の
取り組みについて

稲垣　茂行
問 ワクチンの接種率向上には、正しい情報の提供が
必要だと考えるが、どのように伝えるのか

答 接種により得られるメリットとデメリットを説明
した案内を接種予定者へ配布するとともに、市のHP
やコールセンターで丁寧に案内する。

問 予約システムと接種体制は
答 パソコンやスマートフォンで予約システムにアク
セスし、希望会場及び日時を選択する仕組みを予定。
なお、パソコンの使用が困難な方にはコールセンター
で電話受付を行う。平日はおあしすを会場に、木曜日
は６時間、それ以外は１時間30分。日曜・祝日は中
央公民館を加え、６時間の実施。なお、個別接種は２
医療機関で実施。

問 高齢者・障がい者施設等入居者への接種は
答 原則、施設内接種を予定している。

問「キャンセル待ち」の導入は
答 限られた時間で予定を組み行うため困難。

問 「副反応」に対する対応は
答 接種後15分以上の健康観察を行い、アナフィラキ
シー症状等が出た場合は医師が対応する。

問 医師会との協議は整ったのか
答「全面的に協力する」との言葉を頂いた。

市街化区域の未整備の水路
について

中嶋　通治
問 未整備の水路は何本か。今後どの様に整備される
のか。
答 ４本約250ｍ。下流の整備状況を勘案し他事業と
のバランスを考えながら早期整備に努める。

◆信号柱の設置について
問 10数年前から区画整理事務所と協議していたが
進捗状況は。
答 他と旧大型スーパー北側の信号については今後も
吉川警察署に要望していく。

◆災害ハザードエリア開発規制の見直しについて
問 調整区域には建物は建築出来なくなるが。
答 近隣と連携し県に話す。

◆農振地域除外申請について
問 許可迄の期間が長い。許可日数は適正か。
答 許可迄18か月程度かかっている。生活設計が崩れ
る。春日部農林に伝える。

◆３中学校の制服を選択制に
問 学校は人権について強く発信しないといけない
答 段階的に導入を検討する。
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これからの自治会の
あり方について

大泉　日出男
問 ①現在の自治会数及び加入率は。また課題は。②
活性化の為に運営の工夫、行政からの助言がされてい
るか③自治会内でのデジタル化へ後押しする取組み、
オンラインやＺＯＯＭでの打合せ、市からの広報活
動、減災情報地域コミニュニティの場を自治会内で共
有ができないか④国では本年９月にデジタル庁が発足
する。コロナ禍で分断を乗り越える一つの手段といえ
るが終息後も、つながる若者が自治会と関わり易いよ
うな創意工夫が必要。所内にデジタル推進課の設置の
検討はどうか。

答 ①95自治会加入率69％で加入率の低下と役員の
なり手不足が課題②「地域課題を地域で解決するため
の勉強会」の中で検討をしており、大学生の視点をと
りいれた加入促進チラシを作成している。③ホーム
ページ開設・更新・運用方法など問い合わせがあった。
情報共有の迅速化や、活性化に有意義であると認識し
ているので引き続き情報収集の提供に努めていく。④
現段階では検討していない。

若年がん患者支援制度の創設を

雪田　きよみ
問 さいたま市は若年がん患者（20～39歳）の在宅
療養支援制度を創設した。若年がん患者は介護保険の
対象外であり、在宅療養を支援する公的仕組みがない。
支援制度の創設は非常に重要と考える。市の見解は。
答 どのような病気でも相談があれば、状況に応じて
行政サービスをご案内していく。

問 支援制度をつくることは、若年がん患者の在宅療
養を応援するメッセージとして意義がある。見解は。
答 国の「がん推進対策計画」の中で在宅療養の支援
の在り方を検討していくとある。国や県の動向を注視
していく

◆コロナワクチン、十分な情報の提供を
問 接種するメリットとデメリット及び、接種をしな
いと選択した方が周囲からバッシングを受けないよう
接種しない権利も周知する必要がある。市の見解は。
答 接種は強制ではなく、差別的な扱いをすることが
ないようお願いする案内を配布、ホームページに掲載
等により努めていく。

住いと暮らしの安心を確保
する住居支援の強化を

五十嵐　惠千子
問 新型コロナウイルスの影響が長期化する中、家賃や
住宅ローンの支払に悩む方が急増しており、居住支援の
強化は一層重要です。①住宅確保給付金の利用状況は。
②住宅確保給付金終了後、生活保護を受けたくない方は、
低廉な民間賃貸住宅や公営住宅へ移るセーフティネット
住宅制度の活用が可能だが、市内のセーフティネット住
宅登録物件数と住宅情報提供数を伺う。③住宅部局と
福祉部局の連携や相談体制の強化、市民への周知を。
答 ①相談件数は200件、支給決定は62件、支給延長
は48件、支給とならない件数は90件。
②市内セーフティネット住宅登録数は、62棟499戸。
令和３年２月現在空きはない状況。
③居住支援のニーズが高まり、連携強化が求められて
いる。近隣市町と意見交換を行いながら、福祉部局と
の連携強化のほか、住宅確保要配慮者に対する賃貸住
宅の提供に努める。

問 災害時は、ペットにまつわる様々な問題が起きか
ねません。災害協定の締結も含め、民間活力を活かし
た「ドッグラン」誘致を。
答 NPO団体等の協力は必要と考え研究する。

補聴器購入の公的支援で
高齢者のいきいきした生活を

飯島　正義
問 耳が聞こえにくくなって日常的に困る高齢者が多
く、外出をためらうなど社会参加が少なくなり、食欲
も低下し、体力が無くなって、要介護状態に陥ると考
えられています。平成30年度から国の３か年計画で
すすめられている、聴覚障がいの補正による認知症機
能低下の予防効果を検証する研究内容の結果は。
答 まだ公表されていません。補聴器による認知症機
能低下防止効果の検証をするための研究の動向を見守
ります。

問 先日、店で補聴器の体験をし、話を伺いました。
今補聴器の価格は、片耳で９万円位から両耳で高価な
もので50万円を超えるものまであります。店の方は、
価格が高いのが普及しない要因と話していました。足
立区では、2020年７月に助成を開始し、言語聴覚士
の無料相談も実施しています。市の考えは。
答 それぞれの団体で検討された結果実施しているも
のだと認識をしております。補聴器を用いた難聴の補
正については、認知機能低下の予防効果があるかどう
か、そこがポイントと考えております。
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多くの事業計画、
進め方と市の財源は

遠藤　義法
問 ①吉川美南駅東口周辺開発の市公共施設・公園等
整備内容。②三輪野江農業パーク構想の取り組みと情
報開示。③旧市庁舎跡地の利活用。④東埼玉専用道路
建設に伴う、市道の計画と地元説明会開催は。⑤防災
センター建設計画と住民説明会の実施。⑥財源見通し
は。

答 ①商業ゾーン南側の公共施設（約３千㎡）は、検
討委員会で話し合い令和３年度中に基本構想と基本計
画を作成する。地区中央の公園は、意見を反映、計画
案の作業を進めていく。②地元・地権者の同意が前提。
農業パークを基本構想案としてパブリックコメントを
行い、市民、議会にも丁寧に説明させていただく。③
地域コミュニティを支える福祉的拠点機能が必要。今
後予定しているアンケート調査などを踏まえ、施設や
民間活用を検討していきたい。④国交省は、東埼玉専
用道路の設計を進めており、越谷総合公園川藤線につ
いて関係機関と協議、その中で地元説明会を開催して
いきたい。水防センターは、江戸川防災ステーション
計画と合わせて地域住民と意見交換したい。⑦市税の
動向、地方債の活用など勘案する。

土壌を守って健全なまちへ
学校給食を起爆剤に！

岩田　京子
問 ３分の１が農地の吉川市では、土壌を守ることは
街づくりそのものと考えるが、どのようにしたら土壌
は守れると思うか。市の見解はまだないので、環境課・
農政課の視点で部長個人の考えをお聞きしたい。
答 土壌に関しては大気や水と同様、生態系の多様性
を構成する環境要素の一つ。生物多様性の観点でも、
重要な役割に脚光を浴びてきた。土壌の大切さを市民
にも啓発していきたい。
答 農地は治水・環境保全に貢献している。農地を守っ
てきたことが、美しい田園風景を創出し、一定の評価
をいただいている。生物多様性を意識して土づくりを
する手法に有機農業がある。市内にも有機栽培の生産
者が数人いる。
　農業経営とバランスよくやっていくのも大切で、人・
農地プラン等で今後の活用や保全について地域の方々
と考えていきたい。

問 有機とは違うが、減農薬の特別栽培米が今年に
入って１か月間、学校給食に活用された。差額60万
円の処理についてと、事業継続の予定は。
答 差額は発生していない。また次年度、事業を継続
する予定はない。

市行政は原点回帰し、現実
を見据えた責任ある行動を

齋藤　詔治
問 美南駅東口周辺土地区画整理事業について
①保留地処分金等で地権者への負担軽減として清算金
の交付等は。②美南駅前の市所有地は、市民のもので
す。公正・公平な事業実施を。③吉川市が土地明渡し
請求の裁判を起こしていながら和解を求める事態に。
取下げるべきでは。
答 清算金を交付する事はありません。裁判は和解へ
の努力をしています。取下げては問題解決にならず、
審議が行われています。

問 吉川市農業パーク基本構想(素案)は、三輪野江地
域以外の農用地で実施すべきでは。三輪野江地域は三
郷インターがフルインター化され、これに基づき周辺
開発が容易になります。
答 農商工一体となった持続可能な産業振興を図る為
に、産業まちづくり地域に指定をします。

問 東埼玉資源環境組合吉川第２処分場の活用は。
答 市ではスポーツ施設の一会場として検討。

問 本年度予算、市民税・固定資産税の収入が前年度
より３億２千９百万円の減収に。
答 市全体では、税制改正や固定資産税の評価替えの
影響や新型コロナウイルス感染症による個人市民税の
減収が見込まれます。

三輪野江地区農業パークは
しっかりと検討を

吉川　敏幸
問 国土交通省のホームページにも公表されている市
の農業パーク整備事業。民間事業者からの基礎概要が
欲しいとの質問に、市は「当地区は一部水田地帯が残っ
ているが、大部分は住宅及び産業廃棄物施設が占めて
いる」と回答している。このような土地が農業パーク
に向いていると思っているのか市の見解を伺う。
答 圃場であることには変わりはない。これから事業
区域、規模等を検討するにあたり、考えていかなけれ
ばならないところ。立地的視点から見れば、フルイン
ターができ、白地地区であることから、当地区に整備
すべきと考える。

◆�軽トラ市で農業生産者に安定した収益と地域の活性
化を
問 地元生産者の所得支援、消費者も新鮮で安心、安
価な地元野菜を食すことができるなど地域活性化のメ
リットがある軽トラ市の開催について市の見解を伺
う。
答 今年度立ち上げた吉川市農業活性化検討会議の中
で、朝市や夕市などの提案も出た。今後、実現に向け
て検討していく。
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』
の
対
象
に
拡

充
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
意
見
書

の
全
文
や
本
会
議
の
会
議
録
、
議
会
活

動
な
ど
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

検 索吉川市議会

◆
ご
意
見
・
ご
感
想
を

　
　
　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
◆

　

議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
に
な
っ
た
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
３
４
２–

８
５
０
１

　

吉
川
市
き
よ
み
野
一
丁
目
１
番
地

　

吉
川
市
役
所　

議
会
事
務
局

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
８（
９
８
１
）５
３
９
２

「会計年度任用職員制度」
もっと大事にもっと活用を

伊藤　正勝
問 会計年度任用職員が今年度からスタート。
どう変わったか。財政負担についても伺いたい。
答 法の改正で臨時職員の多くは会計年度任用職員に
なった。身分は地方公務員に準じ年度内の短期雇用の
位置付けだが、期末手当や休暇の取得も可能となった。
財政負担は年間5500万円程になる。

問 現状と業務改善への効果は如何ですか。
答 令和２年４月現在、正規職員は414人。会計年度
職員は329人。コロナ対応等での途中公募も実施。年
度末の数値は389人になる。

問 採用や業務の内容。男女比。雇用の継続・更新に
ついても伺いたい。
答 新年度の採用は各部の責任で行った。一般事務職
が50人余。保育、学童保育。福祉関係の支援員等が
多く女性が８割を占める。継続更新については把握し
ていない。

問 大きな制度変更。働く人の立場に立ち業務改善に
役立ててほしい。
答 働かせ方や有効活用との言葉には違和感がある。
一緒に働くパートナーとして多様な人々に参画しても
らうことも考えている。

意
見
書
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議
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結
果

自由民主党 市民の会 未来 共産 公明 無 無

赤
出
川　

義
夫

吉
川　

敏
幸

加
藤　

克
明

中
嶋　

通
治

松
﨑　
　

誠

岩
田　

京
子

稲
垣　

茂
行

伊
藤　

正
勝

齋
藤　

詔
治

稲
葉　

剛
治

戸
田　
　

馨

林　
　

美
希

遠
藤　

義
法

飯
島　

正
義

雪
田　

き
よ
み

小
野　
　

潔

五
十
嵐
惠
千
子

大
泉　

日
出
男

成
本　

直
寛

降
旗　
　

聡

≪市長提出議案≫
吉川市空家等の適正管理等に関する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市重度心身障害者医療費支給に関
する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市介護福祉総合条例の一部を改正
する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市道路の構造の技術的基準に関す
る条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市地区計画区域内における建築物の
制限に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市こども発達センター条例の一部
を改正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準等を定める条例
の一部を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市指定地域密着型サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

障がい者が愛着のある吉川市で親亡き
後も安心して暮らしていくためのサ
ポート基金条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結について（盛土工事
11） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約変更の締結について（汚
水・雨水管渠布設工事５） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約変更の締結について
（盛土工事９） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約変更の締結について 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
損害賠償の額を定めることについて 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和２年度吉川市一般会計補正予算
（第９号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市介護保険特別会計
補正予算（第３号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市吉川美南駅東口周
辺地区土地区画整理事業特別会計補
正予算（第４号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市水道事業会計補正
予算（第３号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市下水道事業会計補
正予算（第２号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度吉川市一般会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

３月定例会審議結果一覧 〇＝賛成、×＝反対、議＝議長（議決に加わりません）
◎＝議案提出者



1415

●
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会
活
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化
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中
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告
●

　

吉
川
市
議
会
業
務
継
続
計
画
（
吉
川
市
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
地
震
、
風
水
害
等
の
大
規
模
災
害
や
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
が
発
生
し
た
際
に
、
吉
川

市
議
会
お
よ
び
議
員
が
市
の
設
置
す
る
災
害
対
策
本
部
等
と

連
携
を
図
り
、
適
切
な
行
動
が
出
来
る
よ
う
必
要
な
事
項
を

定
め
、
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
議
事
機
関
お
よ
び

市
民
の
代
表
機
関
と
し
て
責
務
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
施
設
職
員
等
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
実
施
対
象
を
全
県
に
拡
充

す
る
こ
と
を
求
め
る
要
望
書

　

令
和
３
年
２
月
３
日
、
埼
玉
県
に
対

し
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
要
望
事
項
】

１�
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所
施
設
職
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へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

対
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拡
充
す
る
こ
と
。

２�

．
県
が
所
管
す
る
障
が
い
者
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所
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設
職
員
へ
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
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と
す
る
こ
と
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．
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る
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が
い
・
介
護
職
員
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
象
と
す
る
こ
と
。
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令和３年度吉川市国民健康保険特別会
計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年年度吉川市農業集落排水事業
特別会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度吉川市介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度吉川市後期高齢者医療特別
会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度吉川市吉川美南駅東口周辺
地区土地区画整理事業特別会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度吉川市水道事業会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度吉川市下水道事業会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

損害賠償の額を定めることについて 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度吉川市一般会計補正予算（第
１号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

≪議員提出議案≫
重度心身障害者医療費助成制度の拡充
を求める意見書 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 ◎ × × × 〇 〇

安全・安心の医療・介護の実現と国民
のいのちと健康を守るための意見書 否決 × × 議 × × 〇 〇 〇 〇 × × × ◎ 〇 〇 × × × × 〇

２月臨時会審議結果一覧

令和２年度吉川市一般会計補正予算（第
８号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

＊ 会派名の「共産」は「日本共産党吉川市議員団」、「公明」は「公明党吉川市議団」、「自由民主党」は「自由民主党吉川市議員団」、
「市民の会」は「市民の会・無所属」、「未来会議」は「未来会議よしかわ」の略です。「無」は会派に属さないものです。
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次定例会の予定 市の重要な施策や皆さんに身近な問題が審議されます

日 月 火 水 木 金 土

６⽉２⽇
本会議
（開会日）

６⽉３⽇
休会日

６⽉４⽇
本会議

（議案審議）
６⽉５⽇
休会日

６⽉６⽇
休会日

６⽉７⽇
委員会

（総務水道・
⽂教福祉）

６⽉８⽇
委員会

（建設生活）

６⽉９⽇
委員会

（請願審査）
６⽉10⽇
休会日

６⽉11⽇
本会議

（委員長報告）
６⽉12⽇
休会日

６⽉13⽇
休会日

６⽉14⽇
本会議

（一般質問）

６⽉15⽇
本会議

（一般質問）

６⽉16⽇
本会議

（一般質問・
閉会日）

本会議は10時、委員会は９時30分に開会します。
本会議の様子はインターネットでもご覧いただ
けます。

※傍聴について
　新型コロナ感染症拡大予防のため、傍聴自粛のご協力をお願いする可能性があります。

「よしかわ議会だより」の音声版を「朗読サークルきんもくせい」の協力で作成しています。
ご希望の方は、議会事務局へご連絡ください。
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そ
し
て
、
今
回
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人
類
が
誰
も
経
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た
事
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な
い
感
染
症
に
直
面
。
こ
の
ピ
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て
、
今
回
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誰
も
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感
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。
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き
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チ
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る
事
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必
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き
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、
あ
の
満
開
の
桜
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え
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な
気
が
い
た
し
ま
す
。

い
る
、
そ
ん
な
気
が
い
た
し
ま
す
。  

大
泉
日
出
男

大
泉
日
出
男

　

表
紙
の
写
真
は
、
北
側
の
暫
定
利
用
が

始
ま
っ
た
吉
川
橋
と
、
春
を
彩
る
市
内
の

桜
と
菜
の
花
で
す
。
昨
年
に
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
花

見
を
自
粛
さ
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
吉
川
橋
の
全
面
開
通
を
す
る
頃
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
、
皆
様
が
不
安
な
く

過
ご
せ
る
毎
日
を
取
り
戻
し
て
い
る
こ
と

を
心
よ
り
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
吉
川
橋
は
令
和
４
年
春
に
４
車
線
の
完

成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

表

紙

の

写

真


